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　今回推薦させて頂く山﨑医師は、電子カルテ入れ替えにおいて、下記の通り多大な貢献をされたので、

表彰対象として推薦致します。

山﨑医師は電子カルテ委員会の委員長を引き受けて頂き、日常業務を行いながら電子カルテの入れ替えを

中心となって行っていただくというタイトなスケジュールの中で、ほぼ全ての部門におけるワーキングにご参加

頂きました。

医師部門の業務運用については決定事項を責任を持って他の医師へ説明を行い、電子カルテをいかに効

率よく活用し、現場の医療を安全・安心なものにしていくかを考えられておりました。

　また、委員長の立場より、医師だけではなくコメディカルや事務も含む業務の流れを考えながら、どのように

真正性・見解性・保存性を確保していくかも考えておりました。

毎週開催した委員会も欠かさず参加し、委員長として全体のとりまとめや各部よりの意見や課題の吸い上

げ、行動の決定など、随所にリーダーシップを発揮しておりました。

日本事務器の担当とも綿密に打ち合わせを行い、自分の考えていることをいかにシステムに効率よく組み込

むかを実行しており、特に画面の操作性と医師作成文書についてはほぼ一人でExcelをベースに作成され

ました。

6月27日より新しい電子カルテが稼働開始致しましたが、特別な問題もなく現在に至れているのは、間違いな

く山﨑医師が尽力されたからであり、功績が顕著であると考えられます。

竹川病院 医師　山﨑　康太郎 

電子カルテ入れ替えに対して多大な貢献を果たした功績。 

矢吹　周二       

電子カルテ入れ替えに対して多大な貢献をしたため推薦いたします。   
    

       

       

       

       

       

       

       

   

       

       

功 績

推 薦 者

推 薦 理 由




